
評価の視点

令和6年度「データサイエンス教育プログラム（リテラシーレベル）」

自己点検・評価

点検・評価項目①　プログラム・科目の設置，開講

全学部の学生が履修できるプログラムとなっているか．

○全学部の正規の課程において設置・開講されているか
○全学生を対象とする履修機会の確保（時間割等における工夫を含む）
○受講生の受入れ（登録制限等）

達成状況

A（優れている） B（適切である） C(改善すべき課題がある）

長所・特色、課題・問題点

○すべての学部の学生が履修できるよう共通教育科目の学修基盤科目として「データサイエン
ス・AI入門」が開講され、すべての学位(教育)プログラムにおいて卒業要件に含まれる正規の科
目として設置、開講されている。
○すべての学生が所属に依らず同じ内容プログラムを履修できるよう、本プログラムでは「デー
タサイエンス・AI入門」の1科目のみの修得を修了要件としている。
○すべての学生が専門科目等の他の科目の時間割上の配置に依らず履修ができるよう、「デー
タサイエンス・AI入門」はオンデマンド型のe-Learningを利用した学習を基本とし、時間と場所
の制限なく、いつでも、どこでも受講できるようになっている。
○学生が自身の1年間の履修計画の中で無理なく受講できるよう、「データサイエンス・AI入
門」は前期と後期の両方で開講されている。
○履修登録に関する人数制限等は設けておらず、すべての学生が履修可能である。

根拠資料

○各学部の学位(教育)プログラムの履修規程
○福岡大学ホームページ内　「授業シラバス」
https://acsf.jsysneo.fukuoka-
u.ac.jp/kyogaku/syllabus/syllabus/sy_disp.php
○共通教育センター・ホームページ内「【新入生】「データサイエンス・AI入
門」を受講しよう」：
https://www.adm.fukuoka-u.ac.jp/fu871/posts/news2.html
○「福大生のための学習ナビ」：
http://www.idshe.fukuoka-u.ac.jp/gakunavi.html
○「福岡大学 大学案内 2025(2024発行)」
https://www.fukuoka-u.ac.jp/fukudai2025/#page=29
〇「福岡大学 大学案内 2026(2025発行)」
https://www.fukuoka-u.ac.jp/fukudai2026/#page=35
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評価の視点

点検・評価項目②　プログラム・科目の内容

文部科学省の「数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム認定制度（リテラシーレベル）」に準
拠した教育プログラム・科目が提供されているか．

○文部科学省の「数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム認定制度（リテラシーレベル）」の
実施要綱および実施要綱細目に沿った内容となっているか．具体的には，「数理・データサイエン
ス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラム」に準拠しているか．

達成状況

A（優れている） B（適切である） C(改善すべき課題がある）

長所・特色、課題・問題点

○本プログラムは，「データサイエンス・AI入門」の1科目で構成され、この科目の修得を修了要
件としている。
○「データサイエンス・AI入門」は、数理・データサイエンス・AI教育強化拠点コンソーシアムにお
いて作成された「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラム」に示されて
いる「導入」「基礎」「心得」のすべての要件を満たしており、「数理・データサイエンス・AI（リテラ
シーレベル）モデルカリキュラム」に準拠している。
○リテラシーレベルのモデルカリキュラムの要件を「データサイエンス・AI入門」1科目のみで満
足するプログラムとすることによって、全1年次生、約4,500名の学生が等しく学ぶことが可能と
なっている。このことは、本プログラムの特長である．

根拠資料

○令和6年度「データサイエンス・AI入門」授業シラバス
○共通教育センター・ホームページ内「【新入生】「データサイエンス・AI入
門」を受講しよう」：
https://www.adm.fukuoka-u.ac.jp/fu871/posts/news2.html
○令和５年度「数理・データサイエンス・ＡＩリテラシー教育部会」議事録
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評価の視点

点検・評価項目③　運営組織・体制（教員組織）

プログラムを運営する組織・体制，および教職員の人員配置は整っているか．

○プログラムを責任をもって運営する全学的な組織体制となっているか
○プログラムを構成する科目を運営し，学生の学びを支援する教員は確保されているか
○プログラムの運営を支える事務局の体制が整備されているか

達成状況

A（優れている） B（適切である） C(改善すべき課題がある）

長所・特色、課題・問題点

○本プログラムは、教学に関する全学的な組織である「教務部　教務委員会」のもとに設置され
た「数理・データサイエンス・ＡＩリテラシー教育部会（以下では教育部会と略す）によって、組織的
にプログラムの運営を行っている。
○教育部会は定期的に開催され、科目担当者および事務職員（教務一課）から、学生の履修人
数や受講状況、説明会や質問会における履修指導、学習支援等の報告がなされている。対策・
対応が必要な課題等については教育部会において対応策を議論している。
○教育部会の審議・報告内容や科目の受講状況等は、適宜、教務委員会において教育部会長
（共通教育センター長）が説明を行い、必要に応じて、各学部の教員(教務委員等)が所属学部
の学生の履修指導を行っている。
＊しかしながらこの教育部会は令和７年11月末で廃止されている。令和7年12月時点では、科
目の運営を担う部門と将来的なプログラム発展のための準備や構想を担う部門に分けた体制の
再構築を行っている。
○「データサイエンス・AI入門」の履修者数（令和6年度は前期845名，後期285名、計1130
名）に対し、科目担当者は５名である。15回すべての授業回および全体の成績評価等、日頃の
科目運営（受講状況の確認や質問会等の運営、受講生の指導など）に中心となって携わること
ができる主担当の教員は1名であり、担当者の負担は過大である。担当教員を増やすなどの改
善が求められる。ただし，説明会や質問会は担当者と事務職員が協力して当たっており、教職協
働の観点からは評価できる。
○プログラムの運営は教務部教務一課によって組織的に支えられているものの、同課は教務委
員会の運営を含む教学の全学的な事務を担当しているため、当該プログラムの業務や当該科目
の受講学生サポート等に係わることができる人員は限られている。受講生や開講規模に対して人
員が少ないため業務過多となっており、改善が求められる。

根拠資料

○教務委員会規程．
○「数理・データサイエンス・ＡＩリテラシー教育部会」の設置に係わる規程．
○教務委員会　議事録．
○令和6年度「数理・データサイエンス・ＡＩリテラシー教育部会」議事録
○共通教育センター・ホームページ内「【新入生】「データサイエンス・AI入
門」を受講しよう」：
https://www.adm.fukuoka-u.ac.jp/fu871/posts/news2.html
○福岡大学ホームページ内　「授業シラバス」
https://acsf.jsysneo.fukuoka-
u.ac.jp/kyogaku/syllabus/syllabus/sy_disp.php
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評価の視点

点検・評価項目④　学習成果（授業アンケート）と成績評価

「データサイエンス・AI入門」の履修者数，単位取得率（合格率）を確認し，学生の学びの状況か
ら学習成果を把握しているか．

○履修者数，単位取得率（合格率）等の状況について科目担当者間および教育部会等の運営
組織で情報を共有，把握し，課題とその解決等について対応しているか．
○アンケート等を実施し，学生の学び（学習成果）を把握して，学習指導等につなげているか．

達成状況

A（優れている） B（適切である） C(改善すべき課題がある）

長所・特色、課題・問題点

○履修者数や単位取得率等の状況については、各期の履修登録期間終了後および各期の終了
後に教育部会において情報を共有し、課題と改善案について議論し、次期に向けた具体的な対
応案（プログラムに関する情宣方法や説明会における履修の仕方等の指導、不正行為への対応
など）を決定している。また、上部組織である全学の教務委員会に対しても情報を共有し、次期の
取り組みを報告し、各学部での指導をお願いしている。
○科目担当者は学生の各単元の説明ビデオ視聴状況や確認テスト、期末の課題、また独自に準
備した学びの自己評価から学生の学習状況と成果を把握している。
○開講期間内に時期や時間帯を変えて説明会と質問会を開催し（令和6年度は前期と後期にそ
れぞれ4回ずつ開催）、対面でも学生からの質問に回答している。説明会と質問会は、他の学生
からの疑問・質問およびそれに対する回答を知ることができる機会となっている。また、説明会も
質問会も録画をし、当日参加できなかった学生も視聴できるようにしている。
○説明会と質問会を通して、質問等がある場合の連絡先を繰り返し提示し、質問の機会、回答を
得られる機会を確保している。
○令和5年度の自己点検では質問会の参加率が低いことが課題となっていたため、令和6年度
からは説明会・質問会に出席し、当日の確認テストに取り組むことを成績評価の対象に加えた。
この変更により，説明会・質問会の出席率は大幅に増加した。
○「データサイエンス・AI入門」はe-Learningを活用しているため、全科目に対して実施してい
る授業アンケートFURIKAへの回答を促す機会がない(通常の授業では授業時間内に時間を設
けて実施)。今年度も質問会等でのアナウンスなど改善の取り組みを実施したものの、回答率は
低い状況が続いている。上記の科目独自の「自己評価」を用いることにより学習成果や到達度
を把握できるものの、他の科目の学習状況との比較検討ができないため、引き続きFURIKAへ
の回答を促す方策を検討する必要がある。

根拠資料

○教務委員会　議事録
○令和6年度「数理・データサイエンス・ＡＩリテラシー教育部会」議事録
○福岡大学ホームページ内　「授業シラバス」
https://acsf.jsysneo.fukuoka-
u.ac.jp/kyogaku/syllabus/syllabus/sy_disp.php
○共通教育センター・ホームページ内「【新入生】「データサイエンス・AI入
門」を受講しよう」：
https://www.adm.fukuoka-u.ac.jp/fu871/posts/news2.html
〇2024前期 DSAI入門 自己評価_報告.xlsx
https://fukuoka-
u.box.com/s/j3m6c49dhr2cv20muw9m5txofsv9sur2
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評価の視点

点検・評価項目⑤　修了生の動向

本プログラムの学びが，数理・データサイエンスのさらなる学習につながっているか．また，就職・
進路の選択の幅を広げることにつながっているか．

○科目の修了生の2年次以上の科目履修状況
○就職・進路を考える際にデータサイエンスを意識しているか

達成状況

A（優れている） B（適切である） C(改善すべき課題がある）

長所・特色、課題・問題点

○本プログラムは令和4年度から開始したため、修了生の就職等の動向については今後の調査
を待つ必要がある。
〇令和6年度は最初の受講生が3年次に達するため、希望者にリテラシーレベルの修了証の発
行を行っている。
○全学的には「応用基礎レベル」が開講されていないこともあり、個別の調査は難しい。全体の
履修状況の追跡調査については、学部ごとのデータサイエンス教育の動向を注視しつつ検討し
ていく必要がある（学生の個人情報でもあるため、可能かどうかも含めた検討も必要だと考えら
れる）。
○修了生に対するアンケート等も今後検討する。

根拠資料

○令和４年度「数理・データサイエンス・ＡＩリテラシー教育部会」議事録
○令和５年度「数理・データサイエンス・ＡＩリテラシー教育部会」議事録
○令和６年度「数理・データサイエンス・ＡＩリテラシー教育部会」議事録
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評価の視点

点検・評価項目⑥　本教育プログラムに関する情報の公開・公表

本教育プログラムに関する情報の公開・公表は適切に行われているか．

○大学の公式ホームページ等を通じた情報公開が行われいるか
○「数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム認定制度（リテラシーレベル）」に沿った情報公開
となっているか（公開されている情報の内容は十分かつ適切か）

達成状況

A（優れている） B（適切である） C(改善すべき課題がある）

長所・特色、課題・問題点

○本教育プログラムの概要や履修要件、授業内容の特徴、学び方などの情報は、福岡大学共通
教育センターのホームページ内に，「データサイエンス・AI教育」のサイトを開設して公開・公表し
ている。
○本プログラムを構成する科目「データサイエンス・AI入門」の授業概要や成績評価基準、成績
評価方法、授業計画などについては、大学のホームページに設置された「授業シラバス」のサイト
を通じて一般に公開されている。

根拠資料

○共通教育センター・ホームページ内「【新入生】「データサイエンス・AI入
門」を受講しよう」：
https://www.adm.fukuoka-u.ac.jp/fu871/posts/news2.html
○福岡大学ホームページ内　「授業シラバス」
https://acsf.jsysneo.fukuoka-
u.ac.jp/kyogaku/syllabus/syllabus/sy_disp.php
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評価の視点

点検・評価項目⑦　その他（履修者を増やす取り組み）

履修者を増やす取り組みは行われているか

○共通教育センター・ホームページに「データサイエンス・AI入門」の紹介チラシを掲示し、学内・
学外から見える形で情宣を行っている。
〇同チラシは入学予定者に送付する書類一式の中にも入れてもらっている。
○「データサイエンス教育プログラム」独自のページを設定し、データサイエンスを学ぶ意義など
を紹介する動画の公開や紹介チラシ等を掲載することにより周知している．
○全学の教務委員会において「データサイエンス・AI入門」の開講状況や次年度に向けた改善
点などを共有し、各学部の説明会等において学生に履修を促してもらうようお願いをしている。
○「福大生のための学習ナビ」に紹介欄を設けて新入生に周知している。「福大生のための学習
ナビ」は、ホームページにデジタルブック版とPDF版が掲示されており、いつでも閲覧可能であ
る。
○「大学案内」を通じて、福岡大学として「データサイエンス・AI入門」の紹介を行い、入学前から
の情宣を行っている。

根拠資料

○教務委員会　議事録．
○令和6年度「数理・データサイエンス・ＡＩリテラシー教育部会」議事録
○福岡大学ホームページ内　「授業シラバス」
https://acsf.jsysneo.fukuoka-
u.ac.jp/kyogaku/syllabus/syllabus/sy_disp.php
○共通教育センター・ホームページ内「【新入生】「データサイエンス・AI入
門」を受講しよう」：
https://www.adm.fukuoka-u.ac.jp/fu871/posts/news2.html
○「福大生のための学習ナビ」：
http://www.idshe.fukuoka-u.ac.jp/gakunavi.html
○「福岡大学 大学案内 2025(2024発行)」
https://www.fukuoka-u.ac.jp/fukudai2025/#page=29
〇「福岡大学 大学案内 2026(2025発行)」
https://www.fukuoka-u.ac.jp/fukudai2026/#page=35

○科目選択のための情宣活動はどのように行われているか

達成状況

A（優れている） B（適切である） C(改善すべき課題がある）

長所・特色、課題・問題点
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